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　堀江地区は、「おだやかな堀江湾に明美な瀬戸の風景、神霊と史跡の宿る山並や心もなごむ出で

湯、ほのぼのとした人情とあつい血潮の流れる人里」である。北谷古墳からもうかがえるように、古

代から村落的な社会共同体が形成され、生活が営まれていた。そして、海路の要所として海からの文

化がいぶき、人々の心に刻まれていった。現在は、地域の自然や歴史、文化などを生かした個性のあ

るふるさとづくりが活発に行われている。

【地区の特色】

親水公園（秋のコスモス）

【地域住民からみた地域の状況】

堀江地区
ほ り 　 え

人　口：11,308人（高齢化率31.7％）

世帯数：5,530世帯

・地区コミュニティ会議の充実

・公民館と小学校の学社融合がしっかりしている（かかし作り、しめなわ作り、国道の

清掃活動）　・サロン活動が充実している

・愛媛マラソン時の事前清掃活動、小学生の希望者がカレー作りで応援

・高齢者クラブの活動が熱心（男性料理教室）

・医療機関の充実　・スポーツの街　・海、山があり、空気がきれい

・自主防災活動の充実　・中学校への地域の対応

・自治会ができていない団地があり、地域内の連携を取る事が難しい場合がある

・災害援助活動について、自主防災組織、地区民協、消防との連携が必要

・各団体の役員のなり手が少ない　・消防団員の確保が難しい　

・空き家が増えてきた

・独居高齢者の増加、若い夫婦・子どもの減少

・新しい住人を地区の行事に迎え入れる方法を検討する必要がある

・大きな障がい者施設の現状が把握できない　・元気な高齢者が活躍できる場が必要

・海の近くに福祉施設があり災害時心配　・昔の川の氾濫を忘れて防災の意識が低い

・自治会の中には各行事の実施にあたり横の連携が不足しているところもある

・各団体の役員のなり手がいない、新しい加入者も少ない

　（高齢クラブでは会長のなり手がいないため休会となるケースが出ている）

・交通の便が悪く生活に不便な地域がある　・坂が多い

・海が近いため、災害に不安（海抜0メートルの所がある）
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堀江地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

民生委員が見守りをしている一人暮らしの高齢者を対象に、メッセージ
を添え、毎年年賀状をお送りしています。

地区内の小・中学校と連携し、地域の美化、海岸の清掃活動、共同募金
の街頭募金への様々な社会体験を提供できるよう支援しています。

堀江地区社協は地区社協会費制度を導入しており、貴重な福祉事業の
財源となっています。町内会と連携することで福祉活動への理解の拡
大に努めています。

活動内容

サロン活動支援
　地区内に9か所ある「ふれあい・いきいきサロン」、6か所の「緩

和型サロン」の支援を行っています。年に2回サロン代表者会を行

うなどサロン間の情報交換もできており、今後も誰でも気軽に集

まれる通い場の創出や活動支援に力を入れていきます。

　堀江湾をはじめとした豊かな自然や史跡などもみられる穏やかに時間が流れる地区

です。しめ縄づくりなど公民館と小学校との学社融合が活発であり、愛媛マラソン時には

カレー作りに小学生が関わるほか、地域の美化・清掃活動にも小中学生も参加するなど、

子どもたちは地域の大人たちに支えられ、自らも地域の活動を支えることで社会の一員

であることを実感できる環境が整えられています。高齢者に対しても独居高齢者年賀状

配布のほか、サロン活動や高齢者クラブも精力的に取り組まれています。現状の素晴らし

い活動を維持・向上するための地域活動への子どもたちのさらなる参加や、親世代を巻

き込むなど堀江地区ならではの人情を活かした新しい取り組みが期待されています。

＜地区社協が目指すもの＞
　地区のグラウンドゴルフ、スポーツ競技、小・中学校との交流、公民館やコミュニティ会議との連携

活動、歩こう会、遺跡めぐり、うみてらすの活動のほか、自主防災会との訓練等に積極的に参加協力

し、地区内の各団体や機関との連携強化を図るとともに、福祉活動を通じて住み慣れた地域で堀江

地区の住民の皆さんが安心して生活できるような町作りを目指します。

独居高齢者
年賀状配布

学校における
福祉学習の支援

地区社協会費制度
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■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成18年度

17名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

20団体

2クラブ

3団体

23組織

地区民協・公民館・高齢クラブ連合会・議会・中学校・小学校・PTA
郵便局・農協・消防分団・支所・交通安全協会・母子福祉会・教育会・遺族会
区長会・駐在所・まちづくりコミュニティ
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　松山市の最北端に位置し、国道196号線に沿っている。東南に恵良山、西に腰折山、新城山、北に

名石山、千波ヶ嶽と三方を山に囲まれているが、しまなみ海道の開通でより交通量が増加した。最近

の生活様式の多様化により兼業農家に移行しつつあり、かんきつ地帯として将来発展の道をたどる

地区である。また、地区住民の協調的な意識は盛んであり、人情も細やかで各種社会教育的な行事

に参加しようとする気風も高まりつつある。

【地区の特色】

ふるさと夏祭り

【地域住民からみた地域の状況】

浅海地区
あ さ  な み

人　口：1,020人（高齢化率53.1％）

世帯数：524世帯

・地域行事（運動会、まつり等）に多数の人が参加する　・知り合いが多い
・自然がある（海、山）　・コスモス畑　　
・遍路道、遍路宿がある　・神社　・あさなみマルシェの実施
・公民館、保育園、小学校教員など地域の各種団体との繋がりが強い
・近隣住民間での共助の風習がある（見守り）
・おいしい高級柑橘（紅まどんな・せとか・甘平）の栽培
・新たな通いの場（水曜どうでしょう）の開催

・スーパーやコンビニがなく買い物に不便

・医療機関がない

・高齢者のゴミ出し

・交通の便が悪い

・各種団体の後継者不足

・高齢者の増加による災害時の援護等の不安

・医療機関がない
・スーパー、コンビニ等がない
・交通の便が悪い
・空き家の増加　
・少子化、高齢化
・農業の後継者が少ない
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浅海地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

年2回（8月、2月）作成し、地域福祉に関する情報を発信するために全
戸配布しています。

介護予防や生きがいづくり、また健康や介護について相談できる住民
だれもが参加できる通いの場です。毎月第3水曜日に公民館で実施して
います。

年3回、地区内の独居高齢者を対象に、お弁当を配布しています。

活動内容

伝統文化の継承（浅海獅子舞保存会）
　浅海獅子舞は地域住民の無病息災、五穀豊穣等の願いを込めて

地元神社に奉納される伝統芸能として受け継がれています。永く後

世に伝え継ぐとともに、地域振興のために活動をしています。子ど

もから大人まで、伝統文化の継承を通じて世代間の交流にもなっ

ています。

　スーパーやコンビニがなく買い物に不便という課題を抱えていますが、「あさなみマル

シェ」の開催や、地域住民の高齢化に向けて介護予防や生きがいづくりをめざし通いの場

「水曜どうでしょう」を開設するなど課題発見力と課題解決力を持ち合わせた地区です。ま

た「浅海獅子舞保存会」を中心に子どもから大人まで伝承文化の継承に取り組んでおり、

子どもたちはこうした活動に参加することによって地域の歴史を知り、地域住民と共に世

代を超えた交流を通して地域のアイデンティや感性を培う貴重な機会となっています。

＜地区社協が目指すもの＞
　地区の住民の中で65歳以上が半数を超えるようになった一方で、小学校の児童の数は年々減少を

しています。このことを踏まえて、高齢者福祉の向上と子供たちの健全育成を活動の原点と認識し、

高齢者が誰でも気軽に参加できる通いの場の運営やサロン活動の助成を積極的に実施するととも

に、まちづくり協議会や公民館の催し物、加えて小学校の行事などにも協力をして世代間の交流を進

めます。また、高齢者や子供たちが安心して、安全に暮らせるような環境を目指して見守り活動を継続

していきます。

福祉だよりの発行

通いの場の実施
（水曜どうでしょう）

独居高齢者給食サービス

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成28年度

5名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

9団体

1クラブ

0団体

3組織

地区民協・公民館・分館・日赤奉仕団・保護司会・小学校・保育園・PTA・消防団
高齢クラブ・区長・交通安全協会・みまもり員

思いやり・温もり・感動・笑顔の浅海
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～

�地域カルテ�と�

第１
五 明 地 区

第６

宮 前 地 区

第８

浅 海 地 区
伊 台 地 区 三津浜地区 立 岩 地 区
湯 山 地 区 高 浜 地 区 難 波 地 区

興居島地区 正 岡 地 区

第２

久 米 地 区 中 島 地 区 北 条 地 区
浮 穴 地 区 河 野 地 区
小 野 地 区

第７

潮 見 地 区 粟 井 地 区
石井東地区 久 枝 地 区
石井西地区 和 気 地 区
久 谷 地 区 堀 江 地 区

第３
Ａ

番 町 地 区
八 坂 地 区
東 雲 地 区
素 鵞 地 区

第３
Ｂ

道 後 地 区
湯 築 地 区
桑 原 地 区

第４

雄 郡 地 区
新 玉 地 区
清 水 地 区
味 酒 地 区

第５

余 土 地 区
垣 生 地 区
生 石 地 区
味 生 地 区
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